
くまもと緑・景観協働機構  

令和６年度（２０２４年度）樹木保存助成事業募集要領 

 

市町村が老樹名木の調査診断や樹勢回復を行う事業を対象に助成します。 

助成については、申請書の内容を審査の上、予算の範囲内で決定します。 

 

１ 募集期限  令和６年（２０２４年）１２月１３日（金） 

 ※期限までに当機構の事務局に到着したものを審査の対象とします。期限を過ぎたもの 

は受け付けません。 

 ※予算の範囲内での支援につき、募集期限前でも募集を締め切る場合があります。 

  （応募の際は事業内容について確認を要しますので、お問い合わせください。） 

  

２ 助成対象 

市町村が「ふるさと熊本の樹木」や「国・県・市町村指定天然記念物」、「市町村指

定樹」に指定された樹木（以下「樹木等」という。）の調査診断や樹勢回復を行う事業

で、助成金の交付決定後に当該事業が実施され、令和７年（２０２５年）２月末までに

事業完了となるものを助成の対象とします。 

 

３ 助成対象経費・助成限度額等 

助成の対象となる事業及び経費並びにこれに対する助成率・助成限度額は下表のとお

りです。（１）又は（２）のいずれかを選択してください。 

ただし、助成金の金額に千円未満の端数が生じた場合はこれを切り捨てることとします。  

助成の対象となる事業及び経費 助成率・助成限度額 

（１）助成対象となる樹木等の調査

診断及びこれに係る費用 

助成対象経費のうち市町村等が負担する額の

１０／１０で３０万円／年度を限度とする。（※１） 

（２）助成対象となる樹木等の樹勢

回復処置及びこれに係る費用 

助成対象経費のうち市町村等が負担する額の 

１／２で１００万円／樹木等を限度とする。（※２） 

※１「１樹木等」に対し、同年度内で（１）と（２）を実施する場合、まず（１）に

ついて申請、実施し、（１）の助成金額を確定後に、（２）について申請を行う

こととする。 

なお、この場合においても、（２）については、令和７年（２０２５年）２月末 

までに事業完了しなければならない。 

また、（１）調査診断については、一度申請した樹木は、原則５年間は同じ調査 

診断について再申請できないものとする。 

※２「１樹木等」あたりの累計助成限度は１００万円とする。 

よって、２回目以降の助成限度額は「（１００万円）-（前回までの助成額累計）」 

の差額となる。但し、（２）において、複数年にわたって実施する場合は年度毎 

の申請となる。 



４ 助成の条件 

  助成を受ける際には次の条件が付されます。 

（１）助成を受けてから５年間は、助成を受けて処置した樹木等が枯損しないよう適切に

管理を行うこと。 

（２）助成を受けてから５年間は、くまもと緑・景観協働機構からの求めに応じ必要な報

告を行うこと。 

（３）助成を受けて実施した内容については、くまもと緑・景観協働機構がホームページ

等で紹介することについて了承し、その情報を得た者が助成事業について問い合わせ

た場合には適切な対応を行うこと。 

（４）助成を受けて処置した樹木については、くまもと緑・景観協働機構の助成金を受け

て事業を実施している旨掲示すること。 

  ※ただし、掲示物に関する費用は助成対象経費には含まれません。 

 

５ 申請方法 

事業を行う前に樹木保存助成金交付申請書（別記様式第１号）（以下「申請書」とい

う。）に必要事項を記入し、下記の添付書類を添えて申請してください。なお、申請に

係る書類は返却いたしません。 

《添付書類》 

① 樹木保存事業計画書（別記様式第２号） 

※調査診断の場合、指定樹木が複数あるときは、指定樹木毎に提出してください。 

  ② 市町村予算書の写し 

  ③ 樹木概況写真 

  ④ 見積書 

  ⑤ 指定の条例・要項及び指定書の写し等 

  ⑥ （樹勢回復処置の場合）樹木医の診断書の写し 

※問題点とそれに対する有効な対策が記載されているもの。 

  

６ 助成決定方法 

書類審査により、助成金の交付先及び交付額を決定します。選定結果については、お

知らせいたします。 

 

７ 事業内容等の変更について 

助成決定後、①助成対象事業の主要部分の変更、又は②助成の対象となる経費の２０％

を超える変更のいずれかが生じた場合、あるいは事業を中止する場合は事前に連絡の上、

樹木保存助成事業変更等承認申請書（別記第４号）と下記の添付書類を機構事務局に提

出してください。 

 《添付書類》 

  ① 事業内容の変更・中止に係る書類（見積書、診断書等） 



   ※助成金額の増額は認めません。 

 

８ 完了報告 

事業完了後、速やかに樹木保存助成事業完了届（別記様式第８号）（以下「事業完了 

届」という。）と下記の添付書類を機構事務局に提出してください。 

《添付書類》 

① 事業関連写真（作業風景、実施後の写真（実施箇所及び樹木全体））           

② 事業関連書類（※調査診断の場合は樹木医の診断書の写しを提出。）  

③ 助成対象事業に係る契約書又はそれに類するものの写し  

④ 助成対象事業に係る領収書又は請求書の写し（明細が記載されているもの） 

 

９ 助成金の交付確定及び請求 

事業完了届等を基に前６項で決定した助成金交付額の確定を行います。交付確定額を

お知らせした後、請求書を提出していただきます。 

※なお、助成金を振り込みにより支払う場合には、請求額から振込手数料を差し引いた

額を振り込ませていただきます。 

 

10 留意事項 

  提出のあった申請書や事業完了届などに不明の点がある場合には、申請書に記載のあ

る連絡先に問い合わせさせていただきます。 

 

（問い合わせ先） 

〒８６２－８５７０ 

熊本市中央区水前寺六丁目１８番 1 号  

熊本県土木部道路都市局都市計画課内  

くまもと緑・景観協働機構 事務局   

ＴＥＬ ０９６－３３３－２５２２ 

  ＦＡＸ ０９６－３８７－１１５２ 

  メール info-01@info.kumamoto-midori.com 

 

【樹木保存助成事業の流れ】  

    

 

 

 

 

 

※白色が申請市町村において実施される内容となります。 

 
 



別記様式第１号 
    年  月  日  

 
 くまもと緑・景観協働機構 
会長       様 

 
                                                 市町村長名  

 
 

樹木保存助成金交付申請書（調査診断） 

 次のとおり、指定樹木の調査診断を実施したいので、下記のとおり申請します。 

記 

１ 調査診断を行う指定樹木について 

 指定樹木名 概要 所在地 

  樹齢  年、樹高  ｍ、 

幹回り  ｍ 

 

  樹齢  年、樹高  ｍ、 

幹回り  ｍ 

 

  樹齢  年、樹高  ｍ、 

幹回り  ｍ 

 

 

２ 実施予定期間      年  月  日～    年  月  日 
 

３ 助成金申請額          円 

※市町村の支出額（①）の１０／１０以内の額、但し千円未満は切り捨て 

助成対象経費の総額（総事業費）       円 

 
内 

 
訳 

 

 市町村の支出額…① 
（②がない場合は上と同じ額を記入

すること。） 

円 

 その他所有者等負担額…②                   円 

 
５ 担当者連絡先 
 ① 担当者の所属  
 ② 担当者の氏名  
 ③ 担当者の連絡先(電話・FAX・電子メールなど)  
   
６ 添付書類 
 ① 樹木保存事業計画書（別記様式第２号）※複数ある場合には指定樹木毎に提出。 
 ② 市町村予算書の写し 
 ③ 樹木概況写真 
 ④ 見積書  
⑤ 指定の条例・要項及び指定書の写し等 



別記様式第１号 
    年  月  日  

 
 くまもと緑・景観協働機構 
会長       様 

 
                                                 市町村長名  

 
 

樹木保存助成金交付申請書（樹勢回復処置） 

 次のとおり、指定樹木の樹勢回復処置を実施したいので、下記のとおり申請します。 

記 

１ 樹勢回復処置を行う指定樹木について 

指定樹木名  

概要 樹齢  年、樹高  ｍ、幹回り  ｍ 

所在地  

 
２ 実施予定期間      年  月  日～    年  月  日 
 

３ 助成金申請額          円 

 ※市町村の支出額（①）の１／２以内の額、但し千円未満は切り捨て 

助成対象経費の総額（総事業費）       円 

 
内 

 
訳 

 

 市町村の支出額…① 
（②がない場合は上と同じ額を記入

すること。） 

円 

 その他所有者等負担額…②                   円 

 
５ 担当者連絡先 
 ① 担当者の所属 
 ② 担当者の氏名 
 ③ 担当者の連絡先(電話・FAX・電子メールなど) 
   
６ 添付書類 
 ① 樹木保存事業計画書（別記様式第２号）② 市町村予算書の写し 
 ③ 樹木概況写真 ④ 見積書 
 ⑤ 指定の条例・要項及び指定書の写し等 
⑥ 樹木医の診断書の写し ※問題点とそれに対する有効な対策が記載されているもの 

 
 
 



別記様式第２号 

樹木保存事業計画書 
 
                                                      市町村名         
 

指定樹木名  

樹木の所在地  

 
指定等の内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
保存・ 
治療の必要性 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
調査診断あるいは
樹勢回復処置の内
容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
その他 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



別記様式第４号 
    年  月  日  

 
 くまもと緑・景観協働機構 
会長       様 

             
                        市町村長名                     
 

樹木保存助成事業変更等承認申請書 

     年  月  日付けくま緑景第  号で助成金交付決定の通知がありました樹

木保存事業について，次のとおり変更・中止したいので、関係書類を添えて申請します。 

記 

１ 変更・中止の理由及び内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 添付書類 

 ① 事業内容の変更・中止に係る書類（見積書、診断書等） 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別記様式第８号 

 
    年  月  日  

 
 くまもと緑・景観協働機構 
会長       様 

 
                       市町村長名  

 

樹木保存助成事業完了届 

 下記のとおり樹木保存事業を実施しましたので報告します。 

 なお、当完了届の内容及び写真を貴機構のパンフレットやホームページなどに掲載され

ることを承認します。 

記 

１ 実施概要 

対象樹木の名称  

実施期間 
  年  月  日 

～    年  月  日（完了日） 

実施内容  

助成金交付決定額               円 

総事業費  円 

 

２ 添付書類 

 ① 事業関連写真（作業風景、実施後の写真(実施箇所及び樹木全体)）           

 ② 事業関連書類（※調査診断の場合は樹木医の診断書の写しを提出。） 

③ 助成対象事業に係る契約書又はそれに類するものの写し 

④ 助成対象事業に係る領収書又は請求書の写し（支出の明細が記載されているもの）   

 


